
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構 指定様式

（注意事項）

　２．質疑回答書は優先順位第１位となるため、質疑の有無にかかわらず、必ず受けとること。

更新日：2022年11月18日

番号 区分 質　疑 回　答

1 仕様書

念のためご確認したいのですが、ドラフ
トチャンバーと飼育ラックの機器はお施
主様支給という認識で問題無いでしょう
か。

飼育ラックは当機構保有のラックを準
備します。
ドラフトチャンバーは工事に含むものと
して準備をお願いします。

2 系統図

ドラフトチャンバーの排気は有機溶剤が
含まれており、屋上（R階）での排気でな
ければ労働基準監督署より指導される
可能性が高いと思われます。R階での
排気という認識で宜しいでしょうか。

１Fのすぐ横で排気を考えており、ドラフ
トチャンバー備品の方でスクラバー等
の除外設備の設置をお願いします。
総量から問題なしと考えていますが、
工事は労働基準監督署の指導に従い
ます。
労働基準監督署の指示により工事の
変更が生じれば、変更契約等別途協議
をお願いします。

3 仕様書
ドラフトチャンバーの仕様、参考型番な
どございましたらご教示ください。

仕様については別紙１、別紙２の図面
を参照ください（寸法・材質・風量等、必
要事項の記載済み）。
参考型番としてプッシュプル型ドラフト
チャンバー　型式：RCR-SBT-1200ES
（）オリエンタル技研工業(株)製　相当品

4 仕様書
制御盤、分電盤の位置が不明ですので
ご教示ください。

分電盤、空調制御盤は別紙３の図面を
ご参照ください。

5 仕様書

配置図と機器表で記載内容に相違があ
ると思います。下記どちらを正とすれば
宜しいでしょうか。解剖室マルチエアコ
ンは室内機2台設置と記載有りますが、
系統図には1台しか記載ございません。
また、系統図では前室と解剖室の室内
機の系統が繋がっておりますが、機器
表を見ますと別系統かと思います。ご指
示願います。

機器表が正しいです。
ダクト・配管系統図（フロー図）【別紙4】
及び仕様書【別紙5】を訂正致しました。
マルチエアコン室内機は解剖室2台、前
室1台の計3台です。フロー図側に解剖
室2台が判るように訂正致しました。

6 仕様書

図面には600CMHとありますが、
ﾀﾞﾙﾄﾝ製ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰでW1200寸法の製
品の排気風量は900CMHとなります。
※ﾒｰｶｰ標準開口高さH400･制御風速
0.5m/s(特化則)の場合、
排気風量は600CMH分しか余力がない
のでしょうか。

新設300φダクトに、設計値：1,284CMH
の排気量を想定しています。風切り音
(通風音)等の発生が極力無い様に
600CMHで十分な性能を満たすドラフト
チャンバーを想定しています。　発注後
別途、公示している「「神戸医療産業都
市推進機構 解剖室設置衛生・電気設
備等工事」における衛生設備工事との
調整を行っていただければと思いま
す。

質 疑 回 答 書

　１．この質疑回答書は、仕様書の追補とみなす。

件名：解剖室設置空調システム設置工事
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番号 区分 質　疑 回　答

質 疑 回 答 書

　１．この質疑回答書は、仕様書の追補とみなす。

件名：解剖室設置空調システム設置工事

7 仕様書

ﾄﾞﾗﾌﾄ上部活性炭ﾕﾆｯﾄへ飼育ﾗｯｸ排気
ﾀﾞｸﾄを差し込むことは、ﾄﾞﾗﾌﾄの構造上
出来かねます。合流場所をﾄﾞﾗﾌﾄ上部の
ﾀﾞﾝﾊﾟｰ以降にすることは可能でしょう
か。

飼育ラックには活性炭ユニットが無いた
め、ダクトへ合流後、活性炭ユニットを
設けて、
動物臭気の除去に対応できるようにす
ることが必要です。発注後ドラフトチャ
ンバーメーカーと調整を行って頂けれ
ばと思います。

（2/2）
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Ａ Ｂ

外 　 装 （ 上 台 ・ 下 台 ）

３ ８ ０ ㎜ 　 開 時

風 量

電 気 亜 鉛 め っ き 鋼 板

面 速

排 気

仕 　 　 様

不 燃 材内 　 装 ・ バ ッ フ ル 板

付 　 属 　 器 　 具

数

１

材 　 　 質名 　 　 称

操 作 パ ネ ル

９

８

７

６

５

１

Ｎ ｏ .

１

１

２

２

Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 　 １ ５ Ａ 　 接 地 付 　 ２ 連

内 部 照 明 器 具

電 気 接 続 ボ ッ ク ス

コ ン セ ン ト

落 下 防 止 ス ト ッ パ ー

１

内 蔵 型

製 　 作 　 台 　 数

機 　 内 　 静 　 圧

本 　 体 ・ 塗 　 装

エ ア ー ホ イ ル

作 　 業 　 面

取 　 　 手

サ ッ 　 シ

ア ル ミ 製 、 耐 薬 性 焼 付 塗 装

強 化 ガ ラ ス 　 ｔ ＝ ５ （ バ ラ ン ス ウ ェ イ ト 方 式 ）

ア ル ミ 製 、 耐 薬 性 焼 付 塗 装

エ ン ド キ ャ ッ プ ： 白 色

エ ア ホ イ ル ・ ア ク セ ン ト ラ イ ン ：

本 体 ： T M 色 （ ホ ワ イ ト ）

耐 薬 性 焼 付 塗 装

レ プ シ ン （ エ ポ キ シ 成 形 品 　 ３ ３ ㎜ ｔ ）

日塗工　No．E32 -60H（近似色）（グリーン）

２ ０ Ｗ 相 当 （ Ｌ Ｅ Ｄ ）

２

１ ０ ス ク ラ バ ー １

・ 本 体 １ 電 気 亜 鉛 め っ き 鋼 板

・ フ ィ ル タ ー カ セ ッ ト ６

不 織 布 、 ４ ９ ５ ｘ ２ ９ ５ ｘ ２ ０ ｔ

活性炭、３２０ｘ４９５ｘ５０ｔ、約２４ｋｇ

・ 排 気 接 続 口 １ 電 気 亜 鉛 め っ き 鋼 板

・ ア フ タ ー フ ィ ル タ ー

上 部 フ ァ ン

下 部 フ ァ ン

2

３

１ １

１ ２

積 算 タ イ マ ー １ ０ ． ０ ～ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ． ９ ｈ

差 圧 計 １

１ ３

１ ４

３ ０ ０ 　 Ｐ ａ

横 型 　 ０ ～ ３ ０ ０ Ｐ ａ

電 源 表 示 　 排 気 運 転 　 照 明 ス イ ッ チ 　 警 報

１ 　 台

０ ． ３ ｍ ／ ｓ （ サ ッ シ ス ト ッ プ 位 置 ）

１ φ １ ０ ０ Ｖ （ Ｆ Ｌ ， Ｃ Ｎ Ｔ ）電 　 　 源Ｅ

鍵 付 き ス ト ッ パ ー

５ ７ ２ Ｃ Ｍ Ｈ 　 ＋ 　 ８ ４ Ｃ Ｍ Ｈ

※コンセントプレート（ユーティリティープレート）は取り外し式とし、

増設対応可能とする。

※内部点検パネルはビスによる固定は不可とする（耐久性・耐腐食性）

配 管 立 上 げ エ リ ア配 管 引 下 げ エ リ ア
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制御盤設置計画場所

別紙3

分電盤設置場所
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時稼働とすること。 
・解剖室、前室エアコンは個別のリモコンで入切可能とすること。
・ドラフトチャンバー・ベンチトップタイプ稼働時、天井埋込外調機エアコンは稼
働とすること。
・ドラフトチャンバー稼働時は 1F屋外排気ファンが稼働すること。
・ナイトモード時は外調機を停止し、バイパス外気ファン及び排気ファンが稼働
すること。その際、ドラフトチャンバーは最低開度とし、排気ダンパも最低
開度に変更して排気風量をナイトモード風量に変更すること。

・作業台停止時は排気ダンパを閉鎖し、天井還気ダンパを開放することで、室内
換気風量を均一に制御すること。

・室内の個別温度設定は 4方向天井埋込エアコンで管理すること。

(補)実験室で使用する有機溶剤は、原則ホルマリン、パラホルムアルデヒド、 
ピクリン酸（2,4,6-トリニトロフェノール）とし、使用量は年間 ホルマリン 18L、 
パラホルムアルデヒド 500g、ピクリン酸 250g 程度とする。 

③ 排風機（１F 屋外）
・排風機：設計排気量（1,284CMH）×１台 設置すること。
・活性炭フィルター等の吸着フィルターをどこに設けるか工事着手前に関係者と事
前協議すること。
・排気物質の種類、搬送速度、騒音、振動、ダクト経路(長さ、曲がり）、材質な
どを考慮し排風機とダクトを選定すること。

④ ダクト
・新設 300φ×１本を新たに設けること。
・排気物質の種類、搬送速度、騒音、振動、ダクト経路(長さ、曲がり）、材質な
どを考慮し排風機とダクトを選定すること。

⑤ 屋外機（１F 屋外）
・１FGL に屋外機を２台設置すること。
・４方向天埋めエアコン・3台を、１台の屋外機で制御すること。
（ビルマルチエアコン）
・天埋め外調機エアコン・１台を、１台の屋外機で制御すること。
（パッケージエアコン／ビルマルチ室内エアコンとは分離設置とする。）

⑥ バイパス外気ファン
・天井内に外気導入ファンを 1 台設置すること。
・ドラフトチャンバーのナイトモード運転時（最低風量運転時）に運転開始制御
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